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木材の圧電効果の検証および活用方法の提案 

 まとめ 
木材の圧電効果の実用化に向けて木材の圧電効果と逆圧電効果の検証を行った。 

今後はよりさまざまな応用を目指し、圧電性能の向上を行っていきたい。 

木材の逆圧電効果の検証 

木材の主成分であるセルロースは結晶をもち圧電性を有することが報告されている。木材の圧電効果を活用するこ

とで、圧電効果を生かしたものづくりや、使用目的に応じた圧電素子を自ら製作可能になる。木材の圧電効果を生

かした発電や圧力センサとしての可能性および逆圧電効果を生かした圧電スピーカーとしての可能性を示した。 

荷重 

 

更なる性能向上を行うことで

圧電スピーカーとしての活用

の可能性を示した。 

陰極に導電グリス・酸化亜鉛を用いた試験体は周波数が大きく

なるにつれて音圧レベルが上昇することが明らかとなった。 
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衝撃力と圧電効果の関係（酸化亜鉛） 木材の圧電効果を活用してLED点灯、圧力センサ

としての利用などさまざまな可能性が広がった。 

最大で約40 mVの電圧を発生させた。 


